
HDS8/17 10/19 13/15 アンスラサイト

2013.02 / 5.965-912.0

取扱説明書

ケルヒャー業務用高温高圧洗浄機

HDS 8/17 M/MX

HDS 10/19 M

HDS 13/15 S

＊この商品は組み立てが必要です。

この度はケルヒャー商品をお買い上げ頂きまして誠に有難うございました。

ご使用に先立ち、取扱説明書をよくお読みいただき安全に正しくご使用ください。

お読みになられた後は、本書をすぐに取り出せる場所に保管してください。
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◎ご使用の前に必ずお読みください。

絵表示について

１．安全にお使いいただくために

警告

注意

注意

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、「死亡または

重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。

この取扱説明書と製品への表示では、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然

に防止するために、いろいろな絵表示で注意事項を説明しています。内容をよく理解し

てから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、「傷害を負う

可能性または物的損害が発生する可能性が想定される内容」

を示しています。

この記号は「してはいけないこと（禁止）」を示します。

この記号は「必ず実行してほしいこと」を示します。

洗浄は自己責任にて行うこと
万一洗浄対象物に損傷、破損、変色などが生じた場合、もしく

は正しく操作をせずにケガを負った場合、当社では一切の責任

を負いません。
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ご使用時の警告

本体、電源プラグに水をかけないこと

感電する場合があります。

ぬれた手で電源プラグを触らないこと

感電する場合があります。

子供には触らせないこと

けがをする場合があります。

改造禁止

火災、感電、けがの原因になります。

ケルヒャー純正部品以外の、機械の性能や機能に適さない部品を

使用しないこと。

機能を十分に発揮しない場合が生じ思わぬ事故のもとになること

があります。

危険物のある場所で使用しないこと

火災の原因となります。

危険物を洗浄剤の代りに吸引しないこと

灯油、ガソリン、オイル、ワックス、塗料などの油性の液体や

薬品は吸引しないでください。火災の原因となります。

人体に向けて高圧水を使用しないこと

人体に向けて高圧水をかけないでください。

皮膚の裂傷、失明、難聴になる場合があります。

作業に適した服装、防具を身につけること

事故の回避、怪我の防止のため装着してください。

汚染された可能性のある場所を洗浄する場合はマスク等適切な

防護具を身に着けること

汚染物質が飛散し人体に悪影響を生じる場合があります。

修理はケルヒャーまたはケルヒャー認定技術者が行うこと

個人の修理は事故のもとになるおそれがあります。

２．使用上のご注意
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電気に関する警告

電源プラグは確実に差し込むこと

ゆるい場合、ショートし発火の原因となります。

延長コードは

HDS8/17 は２０Ａ

HDS10/19・13/15 には３０Ａの規格品を使用すること

規定以下の商品を使用した場合、電源コードやプラグが壊れ、

発火の原因となります。標準のコードより必ず太いものを用意

してください。

電源ケーブルに異常がある場合は使用しないこと

折れ曲がり、プラグの変形、ケーブルにつぶれがある場合は

使用を中止してください。発火、感電することがあります。

アースをすること

アースが無い場合はお買い上げ販売店に依頼し、第３種接地工事

を施工してください。

水道管、ガス管、電話線、避雷針のアースには絶対に接続しない

でください。

タコあし配線はしないこと

複数の電気製品を同じコンセントで使用した場合、ブレーカー

がショートする場合があります。

適合した漏電ブレーカーを設置すること

アース不良が生じた場合、作業者を保護することができます。

HDS8/17 には 20A

HDS10/19・13/15 は 30A を設置すること。

交流２００V ３相電源専用

異種電圧で作動させた場合、火災の原因となります。

ラベルに記載された周波数でご使用ください。

50Hz と 60Hz は共用できません。
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異種洗剤を混ぜないこと

酸性洗剤とアルカリ性洗剤を混ぜないでください。

　　ボイラーに関する警告

灯油以外使用禁止

灯油以外の燃料を使用した場合、異常燃焼を生じます。

変質灯油は使用しないでください。

軽油を使用する場合はエンジニアによる調整が必要です。

換気の良い場所に設置すること

密閉された空間に設置した場合、排気ガスにより死亡する恐れが

あります。

煙突をふさがないこと

煙突は高温になります、手や可燃物をおかないでください。

やけどや火災の原因になります。

ボイラーに異常がある場合は使用しないこと

白煙、黒煙が連続的に発生する場合は使用しないでください。

火災、健康被害の原因になります。

屋内に設置する場合は煙突を設けること

屋内に設置する場合には、必ず内径 150 / 200 ｍｍの煙突を専

用のアダプターで取り付け施工してください。

排気ガスが屋外に排出されず、一酸化炭素中毒や、火災の原因と

なります。

ボイラー燃料配管を外部燃料タンクから接続しないこと

燃料コントロールが妨げられ、不完全燃焼が生じ危険です。

また、改造行為とみなし、全ての保証が抹消されます。
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注意

火気のそばに置かないこと

本体が変形し、発火の原因になります。

周囲の安全に気を配って使用すること

水を出す瞬間反動があります。周囲に気を配りトリガーガンを

しっかり握ってください。

ノズルの取り替え時はトリガーガンのレバーロックをかけること

ノズルを取り替える場合はトリガーガンのレバーロックをかけた

状態で行ってください。

誤ってレバーを握り、思わぬ怪我が生じることがあります。

自吸、井戸を使用するときは注意すること

●別売りのフィルターを使用してください。

　使用しない場合ポンプが壊れる場合があります。

●自吸する場合はオプションの自吸用ホースをご使用ください。

　使用しない場合、コネクターの部分から空気が入り、ポンプが

　壊れる場合があります。

高圧ホースの取扱いは注意すること

●ボイラーを使用中に高圧ホースを外す場合はボイラー冷却後におこなっ

　てください。暖かい状態で取外すと熱湯が吹き出す場合があります。

●高圧ホースは、折らないでください。破損の原因となります。

　作業を行う前に、高圧ホースはまっすぐに伸ばしご使用ください。

●必ず純正高圧ホースをご使用ください。

　他社製品を使用した状態での事故、損傷についての苦情はお受けできません。

●摩擦の強い床面、コンクリートの打ち放しや砂利・砕石を敷き詰め

　た路面（デコボコの床面）で使用する場合には、ゆっくり高圧ホー

　スを動かしてください。ブロック、レンガ、塀の角での高圧ホース

　の折れ、強い摩擦は避けてください。

●高圧ホースに異常（深い傷や折れ曲がりなど）がある場合は使用し

　ないでください。

●本体または高圧ホースが異常に振動していると感じた場合は使用を

　中止し点検を依頼してください。

給水温度は最高３０℃まで

給水温度が３０℃を超えると、機械が壊れる原因となります。

M Ｘ（ホースリール付）タイプには延長高圧ホースは使用できません。

延長高圧ホースは、M タイプ（ホースリールなし）にのみご使用いただけます。
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３．各部名称と説明

　１．本体カバー

　２．スプレーランスホルダー（左右）

　３．スケール抑制剤注入口

  RM110（ボイラー内部に蓄積するスケールを防止します）を注入します。

　４．キャスター（ブレーキ付き）

　５．移動用取り付け位置

　６．収納スペース（M シリーズ）

　７．高圧ホース取付け口（M シリーズ）

　８．高圧ホース

　９．トリガーガン

１０．スプレーランス

  長さ１０５０ｍｍ AVS（回転タイプ）付き
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１１．高圧ノズル　（シルバー）

  標準は広角２５°です。

  洗浄対象物に適合した様々なオプションノズルが使用できます。

１２．スチームノズル　（ゴールド）

  スチーム洗浄する際に使用します。

１３．電源コード

１４．安全ロック

１５．サーボプレス

  「＋」方向、「－」方向に回転させることにより圧力を調節することができます。

１６．給水ホースコネクター（フィルター付き）

  給水ホースを取り付ける箇所です。（ネジサイズ - １”）

１７．高圧ホース取出し口（MX シリーズ）

１８．ステップ

１９．洗浄剤注入口（２）

  洗浄剤が２０L 注入できます。

２０．高圧ホースリール用ハンドル（MX シリーズ）

  ホースを巻き取る際に使用します。

２１．洗浄剤注入口（１）

  洗浄剤が１０L 注入できます。

２２．ホースリール（MX シリーズ）

２３．燃料注入口

  ＳＱマーク表示スタンドで白灯油を購入し、必ず５Ｌ以上注入してください。

２４．ハンドル

  取扱説明書の手順に従い取り付けてください。

２５．操作パネル

　　　 ほとんどの制御スイッチが取り付けられています。

２６．収納カバー

２７．アクセサリー収納スペース

２８．銘板

２９．カバーロック

  

※ 黄色い部品はお客様が清掃時に操作される部分です。
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A．メインスイッチ

 停止→冷水運転→エコモード運転※ 1（６０℃まで）→温水運転（温水 / スチーム） 

  の順に操作できます。

B．温度調節器

 30℃から 150℃の範囲で設定できます。

 ※高圧ホースコネクタ部位での温度で、ノズル先端の温度ではありません。

 　また、給水温度により設定温度が得られない場合があります。

C．洗浄剤調節レバー

 洗浄タンク１と洗浄タンク２を洗浄剤の希望希釈に設定し使用します。

D．圧力計

 ポンプ内部圧力を表示します。吐出圧力ではありません。

１．ポンプ警告灯

 ポンプに異常がある場合点灯します。

２．回転方向警告灯

 電源の回転方向が正しくない場合点 

 灯します。

３．電源ランプ

 電源を入れると点灯します。

４．燃料警告灯 

 燃料が空になると点灯します。

５．洗浄剤タンク１警告灯（HDS13/15 のみ）

 洗浄剤タンク１が空になると点灯します。

６．モーター警告灯

 モーターに異常がある場合点灯します。

７．バーナー警告灯

 バーナーに異常がある場合点灯します。

８．メンテナンス警告灯 

９．スケール抑制剤警告灯

 スケール抑制剤が少なくなると点灯します。

10．洗浄剤タンク２警告灯（HDS13/15 のみ）

 洗浄剤タンク２が空になると点灯します。
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安全装置

■　圧力スイッチ付きオーバーフローバルブ

※ポンプ の圧力調整ノブもしくはトリガーガンのサーボプレス機能で水量を

　減らす場合、ポンプ内部のオーバーフローバルブが自動的に開きポンプ内部を

　水が循環します。

※トリガーガンのレバーを放すと、 水は全てポンプの吸引側に戻り、オーバー 

　フローバルブについている圧力スイッチがポンプを停止させます。

※トリガーガンのレバーを握ると、シリンダーヘッド上部の圧力スイッチがポンプ

　を作動させます。

※水量を調整することによって、ポンプ内の圧力を適正値に保ちます。

※オーバーフローバルブの調整は、ご購入いただいた販売店へご相談ください。

■　安全バルブ

※オーバーフローバルブや圧力スイッチが故障した場合に、この安全バルブが

　開き、ポンプ内圧力の異常上昇を防ぎます。

※安全バルブの調整は、ご購入いただいた販売店へご相談ください。

■　渇水防止装置

※渇水防止装置は、ボイラーへ送りこまれる水が一定水量以下に減少した場合に

　ボイラーを停止させる装置です。

※フィルターが詰まると、装置が機能しなくなる恐れがありますので、定期的に 

　フィルターのゴミを取り除いてください。

■　モーター保護スイッチ

※モーター保護スイッチは、モーターに異常電流が流れると自動的に電源をカット

　します。

※ 1 エコモード運転

エコモードは、温水を洗浄と燃料に最適な 60℃に保つ機能です。

　・ 温度設定ダイヤルによる設定温度が 60℃以上の場合→エコモード選択で洗浄

　　　温度は自動的に一定の 60℃に保たれます。

　・ 温度設定ダイヤルによる設定温度が 60℃以下の場合→エコモード選択に関わら

　　　ず、洗浄温度は設定した温度になります。
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４．準備しましょう

※工具を用意してください。

　（使用工具）

　　－ドライバー

　　六角レンチ（６ｍｍ）

ハンドルをハンドル取り付け部位に差し込み、

付属のスクリューで固定してください。

電源コードガイドがあるハンドルを右側につけ

てください。

4-1　ハンドルの取り付け

4-3　水の供給

給水ホースを給水ホースコネクターと給水栓に

差し込み、ホースバンドでしっかり固定してく

ださい。

HDS 8/17 ：1 時間あたり１１００L 以上の給水が必要

HDS10/19 ：1 時間あたり１３００L 以上の給水が必要

HDS13/15 ：1 時間あたり１５００L 以上の給水が必要

給水量が足りない場合吐出圧力に脈動が生じ、ボイラーを損傷

させる場合があります。

注意

①　ホースリールのシャフトにハンドル（２）

　　をはめ込んでください。

②　ホースの巻きがゆるい場合は、ハンドル

　　（２）を時計方向に回して巻きなおしてく

　　ださい。

　※使用する際は必ず高圧ホースを完全に

　　伸ばした状態にしてください。

4-2　ホースリールの取り付け（MX タイプのみ）

２

電源コードガイド
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4-4　スプレーランスの接続

①スプレーランス端部のパッキンに割れ、破断、　

　硬化が無いか確認し、損傷している場合には使

　用前に必ず交換してください。

②トリガーガンの先にランスを差し込み、ナット

　が止まるまで締めてください。

③スプレーランス先端にノズルが取り付けられて

　いるか確認してください。

4-5　ポンプオイル量の確認

本体カバーを開け、オイル量を確認してください。

MIN に近くなっていたら、MAX まで給油し、ふた

をしてください。

4-6　ボイラー燃料の補給

燃料タンクカバーを開き、白灯油をこぼさないよう

に注入してください。

こぼした場合は拭き取って下さい。

補給後は燃料タンクカバーを確実に閉めてください。

燃料タンクカバー

注意

■灯油以外は使用できません。

■燃料タンクが空の状態、水が混入している状態で動かした場合燃料

　ポンプが損傷します。

■温水を使用しない場合も必ず燃料を入れた状態で使用してください。

■燃料を入れ過ぎないこと。

※燃料を口一杯に入れないでください。

　漏れる場合があります。

　油面を燃料タンク口上から 5 cm 以下に留めてくだ

　さい。移動の際こぼれる場合があります。
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4-8　洗浄剤の補給

洗浄剤タンクに洗浄剤を補給し、キャップを確実に閉めてください。

洗浄剤タンクは２種類あるので別種類の洗浄剤をご使用できます。

警告

洗浄剤タンク内部に異種洗浄剤を注入する場合には、１度洗浄剤

タンクを清水で洗浄した後注入してください。

異種洗浄剤を混合した場合には、有毒ガスが発生し、重大事故

（爆発、死亡）の原因となります。

4-7　スケール抑制剤の補給

ス ケ ー ル 抑 制 剤 タ ン ク に ス ケ ー ル 抑 制 剤（RM

１１０）を１本補給してください。

スケール抑制剤の残量が無くなった場合は RM110

を補給してください。

＜必要に応じてスケール抑制剤の添加量を調節します＞

スケール抑制剤の添加量を水の硬度に合わせて設定してください。

購入時は１に設定してあります。（電源ボックスの右側後部にあります）

カバーを開け、サービススイッチを設定してください。

　　硬度

とても柔らかい

柔らかい

普通

硬い

とても硬い

設定

OFF

１

２

３

４

° dH

3.0 未満

3.1 ～ 7.0

7.1 ～ 14

14 ～ 21.0

21.0 以上
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4-9　自吸する場合の接続 １． 本体カバーを開き、ポンプ吸引口に接続 

 されているホースを外します。

２． フロートタンク吸引口に接続されている

 ホースを外し、ポンプ吸引口へゆるみが

 無いように確実に取り付けてください。

 ホースコネクターに取り付けられている

 O- リングに損傷がある場合には必ず交換 

  してください。

■自吸する場合には、必ず内部配管の切り替えをおこなってくだ

　さい。

■自吸用水に適合したフィルターを使用してください。使用しない

　場合は保証の対象外となります。

■ホースコネクターのＯリングに損傷がないか確認してください。

　損傷している場合には水を吸い上げることができません。

■水面とポンプ吸引口の差は最大 0.5 ｍです。

注意

自吸の場合にはスケール抑制剤が添加できません。スケール抑制剤タンク内部に別

売のスプリングを取り付けてください。

スプリングを取り付けない場合、温水運転中スケール抑制剤警告灯が点滅します。

３． 洗浄剤リンスホースをフロートタンクか 

 ら取り外し、バルブに付け替えてください。

＜自吸用（サクション）ホースの接続＞

①サクションホース、フィルターをご用意ください。

②本体給水口に本体取り付けフィルターを取り付けてください。

③サクションホースを水に沈めホースの中を水で満たして（呼び水）ください。

④ホース先端に逆止弁付きフィルターを取り付け、もう一端を本体給水口もしくは

　本体取り付けフィルターの給水口に取り付けてください。

●別売のフィルター、サクションホースを必ず併用してください。

　本体取り付けフィルター ：注文番号　2.638-270.0

　サクションホース  ：注文番号　4.440-270.0

　ホース先端フィルター ：注文番号　4.730-012.0

●水面と機械との高低差は 0.5m 以内で行ってください。

●ポンプは大変精密にできており、砂等の異物が混入した場合圧力低下、

　水漏れを引き起こします。

●付属の給水ホースはため水からの供給には適しません。
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4-10　電源への接続

■本機ラベルに記載されている電源でご使用ください。

 50 Ｈｚ、60 Ｈｚは共用できません。

■仕様に適した漏電ブレーカーを設置してください。

■電源コードを延長する場合には規定のコードと防水プラグで接続してください。

　　HDS8/17：２０A 仕様　　　　HDS10/19・HDS13/15：３０A 仕様

■電源側に漏電ブレーカーを設置してください。（電気工事店にご依頼ください）

■電源コンセントにしっかり差し込んでください。

■延長コードを使用する場合は下記の条件を満たすコードをご使用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　HDS 8/17　　　　　  HDS10/19・13/15

　１０ｍまでのコードの太さ　　　　　3.5 ｍｍ２　　　　　　　　　　　　　5.5 ｍｍ２

　３０ｍまでのコードの太さ　　　　   5.5 ｍｍ２　　　　　　　　　　　  　 8.0 ｍｍ２

　３０ｍ以上　　　　　　　　　　　   できません　　　　　　　できません

上記以外の太さのコードを使用した場合、本機に損傷が生じる場合

があります。

コンセントまでの内部配線が細い場合、上記規定コードを使用され

た場合でも本機に損傷が生じる場合があります。

注意



17

５．使いましょう

5-1　作業前点検　

２） 洗浄剤調合ダイヤルを０にしてください。

３） メインスイッチを図の位置に合わせてください。

■　モーターが逆転の場合

 回転方向警告灯が点灯します。

 メインスイッチを切り、電源プラグをコンセ

 ントから抜き、プラグの動力線３本のうち

 いずれか２本を入替えてください。

アース線はグリーンと黄色の

コードです。
注意

４） 水が勢い良く高圧ホースコネクターから吐出

 するまで動かし、メインスイッチを一旦切っ

 てください。

 高圧ホース接続部分の O リングに損傷が無い

 か確認し高圧ホースを取り付けてください。

 ※ MX タイプの場合は高圧ホースを完全に 

 　伸ばしてください。

　■ O リングに損傷がある場合は、使用前に必ず

　　交換をする事。

本機には自己診断回路が組み込まれています。取り扱いを誤った場合、

自己診断回路に誤作動を生じる場合があります。必ず取扱説明書の手

順に準じて作業してください。

１）給水栓を全開にしてください。

　　接続部分から水漏れがある場合には水漏れ箇所を修理してください。
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５） トリガーガンのサーボプレスを「＋」方

 向に最大に回してください。

 メインスイッチを入れ、トリガーガンの

 レバーを握り、ノズル先端から高圧水

 （約１５Mpa）が吐出することを確認し

 てください。

 トリガーガンのレバーを放すとモーター

 が停止します。圧力計の針が保持されて

 いることを確認してください。

※針が急激に低下する場合

　 ポンプからトリガーガンまでの間で水漏

 れが発生しています。修理してください。

６）温度調節器を５０℃に合わせてください。

８）トリガーガンのレバーを握り、水が吐出すると

　　ほぼ同時にボイラーが着火します。

　　その状態を保持し続けるとボイラーが自動停止

　　し、吐出水が設定温度以下になると再び着火す

　　ることを確認してください。

■　ボイラーが着火しない場合

　　温度制御系統が故障しています。

　　ケルヒャーサービスフロントに修理を依頼して

　　ください。

＋

－

７） メインスイッチを温水モードに切換えてく

 ださい。
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９）トリガーガンのサーボプレスを「－」方向に

　　回しながら、水圧が下がることを確認してく

　　ださい。

１０）トリガーガンのレバーを放してください。

 モーターが停止し、ポンプ内部圧力が保持

 されていることを確認してください。

トリガーガンのレバーを握り、再起動に問題が無いことを確認してください。

※再起動時に本機が停止し、エラーメッセージが出る場合

本体の圧力調節がずれてしまったか、トリガーガンの圧力調節機構に異常があります。

ケルヒャーサービスフロントまで修理を依頼してください。

トリガーガンのレバーを短時間に開放、閉鎖を繰り返した場合（止めてすぐに

開放する動作を１０回）、自己診断回路が水漏れの発生と誤感知し、正面パネル

のエラー表示ランプが点灯し、作動を停止します。

復帰する場合には、メインスイッチを一旦切り、再びスイッチを入れてください。

上記項目が全て確認できましたら、次のステップに進みましょう

警告

■人体に向かって高圧水を噴射しないでください。高圧水が

　人体に触れた場合、裂傷、失明、火傷の原因となります。

■本機作動時は、常に回りの安全を確認しながら作業をして

　ください。

■高圧水を吐出するときに反動が生じます。トリガーガンと

　スプレーランスをしっかりと保持してください。

＋

－
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5- ２　作業しましょう

　　　　～基本的な洗浄作業の流れ～

１）温度調節器を洗浄剤の適正温度に合わせてく

　　ださい。

２）　メインスイッチを温水の位置に合わせてく

 ださい。

  温水による洗浄

　　　　汚れの種類　　　　　　　　　最適な温度

  スチームに

　　　よる洗浄

●こびりついた汚れ、油汚れ

●堆積した汚れ、表面の汚れ

100℃～ 110℃

140℃まで

●軽い汚れ、車輌の汚れ

●工業または食品関係の汚れ

　（たんぱく質、泥など）

●乗用物の汚れ、機械の汚れ

30℃～ 50℃

60℃まで

60℃～ 80℃

＜洗浄の用途に応じた温度設定の目安＞

注意

■洗浄対象物に適した温度、圧力で作業してください。

　使用初めは温度、圧力を低めに設定し、離れた状態から徐々に近づ

　けてください。

■作業を中断、終了する場合には必ずメインスイッチを切り、トリガー

　ガンの安全ロックをかけてください。
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５）すすぎを行う場合

 洗浄剤調合ダイヤルを０に合わせてください。

 ダイヤルを０にした後も約 1 分間は洗浄剤を

 含んだ水が吐出します。

 ※洗浄剤が乾いてしまう前にすすぎを行って

　　　　ください。

６） 洗浄が終わったら、メインスイッチを冷水運

 転に合わせボイラーを冷却して下さい。

洗浄の際は、過度の圧力で洗浄対象物が傷つくことのないよう、

適度に離してご使用ください。

３）トリガーガンの安全ロックを解除し、レバー

 を握ると高圧水が出ます。

 

■　吐出温度が上がるのには多少時間がかかります。

 ＜圧力調節方法＞

圧力を上げる

サーボプレスを「＋」方向に回します。

圧力を下げる

サーボプレスを「－」方向に回します。

＋

－

４）洗浄剤調節方法

 使用したいタンクの洗浄剤の濃度を汚れに合 

 わせて設定してください。

 乾いた状態の洗浄面に洗浄剤を散布し、１～ 

 ５分ほど放置し、汚れを浮き上がらせます。
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トリガーガンのサーボプレスを「＋」方向に最大

に回します。

本体カバーを開け、水量調節ノブを回し、低水量

状態（MIN）で約 10 秒間作動させ、ポンプ内部

のエアーを除去し元に戻してください。戻らない

場合にはこの操作を２～３回繰り返してください。

■洗浄剤補給後圧力がばらつく場合

洗浄剤タンク１、２のどちらかの洗浄剤が無くなると洗浄剤警告灯が点灯します。

（HDS13/15 のみ）

■異種洗浄剤をタンク１、２に各々注入し使用している場合、

　補給時にタンクを間違ると有毒ガスが発生し、重大事故（爆発、

　死亡）の原因となります。必ず注入しようとするタンクの洗浄剤

　を確認し、異種洗浄剤を混合しないでください。

■洗浄剤噴霧時は換気に十分注意してください。

　換気が不十分な場合洗浄剤成分による中毒症状が生じる場合が

　あります。

■使用洗浄剤に適した吐出温度に調節してください。

　加熱しすぎた場合洗浄剤成分が飛散しやすくなり、作業環境の

　悪化を招きます。洗浄剤の取扱説明書に従い作業を行ってください。

■洗浄剤タンクの洗浄剤が無くなった場合

警告

７） メインスイッチを切ってください。

 トリガーガンのレバーを握り、ガンとホース

　　　が十分に冷めるまで水を出し続けてください。

＜注意＞

冷却が不十分だと、高圧ホースを外した時に熱

湯が噴出することがあります。十分注意して高

圧ホースを取り外してください。
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5- ３　作業しましょう

　　　　～スチーム洗浄（１００℃以上の洗浄）する場合～

１） 本体カバーを開け、水量調節ノブを最低状態  

 （MIN）に回し、本体カバーを元の状態に戻し

 てください。

３） 温度調節器を１００℃以上に設定してください。

４） 洗浄剤調節ダイヤルを０に合わせてください。

２）　ノズルを高圧ノズルからスチームノズルに

　　  交換してください。
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６） メインスイッチを温水の位置に合わせてくだ

 さい。

 トリガーガンのレバーを握り、吐出温度が上

 がるまでお待ちください。

 １００℃以上の温度が吐出するまで、約１～

 ３分かかります。

 ※気温、給水温度により、設定温度が得られ

　　　 ない場合があります。

７） スチーム洗浄が終わったら、メインスイッチ

 を冷水運転に合わせ、ボイラーが冷却される

 まで動かしてください。

 トリガーガンのレバーを放してください。

 本体カバーを開き、水量調節ノブを最大水量 

 （MAX）に戻し、カバーを元の状態に戻して

 ください。

警告

■スチームを人体に向けて吐出しないこと

　スチームが人体に触れた場合火傷を生じ、死亡事故が発生する  

　おそれがあります。

■スチーム作業は温水作業以上に危険です

　必ず周囲の安全を確認し、本機の取り扱いを熟知された方のみ

　が作業を行ってください。

８） メインスイッチを切ってください。トリガー

　 ガンのレバーを握り、ポンプ内部の残圧を抜い  

　 てからトリガーガンの安全ロックをかけてくだ    

　  さい。

５） トリガーガンのサーボプレスを「＋」方向に

 最大に回してください。

 サーボプレスの圧力を低く設定すると、圧力

 センサーが誤作動し停止する場合があります。

 その場合は一度サーボプレスを『＋』方向に

 回し徐々に低圧に移行させてください。
＋

－
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6-1　保管のしかた

１） ボイラーが冷却されていることを確認し、

 給水栓を閉めてください。

２）　メインスイッチが OFF になっていることを

 確認してください。

３） 本体から高圧ホース（M/S シリーズのみ）

　　　と給水ホースを外してください。

４）　風雨のかからない凍結しない場所に保管して

 ください。

注意

　■保管する場合

 風雨のかからない場所に保管してください。

　　 ボイラー内部に水がたまった場合、異常燃焼を起こし火災

　　 の原因となります。

　■完全な水抜きはできません

 必ず凍結の恐れのない場所に保管してください。

 凍結した場合、ポンプやモーター、ボイラーが壊れる場合が

 あります。

６．保管のしかた

MX のホースリール付きの場合は高圧ホース

を巻き取ってください。
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6-2　凍結する場所に保管する場合

　　※不凍液注入アダプターセット（別売）と不凍液（別売）が必要です。

１）　外気温度に適した不凍液を容器に用意してください。

２）　給水ホースコネクターに不凍液注入アダプターセットのワンタッチコネクター

 を取り付け、ワンタッチコネクターに不凍液注入ホースを取り付けてください。

３）　トリガーガンからスプレーランスを外してください。

４） 本体カバーを開けてください。

５）　スケール抑制剤タンクのボイラー側の爪を解除し、フロートタンク上部から取

 り除いてください。

　　　※　ソレノイドバルブが外れないように注意してください。

６）　不凍液をフロートタンクへ注入してください。

７）　メインスイッチを冷水運転に合わせ、不凍液がトリガーガンから吐出するまで

 トリガーガンのレバーを握ってください。

　　　（不凍液は約１０L ご用意ください）

８）　不凍液注入ホース端部をトリガーガン先端に取り付け、再度レバーを握りフ

 ロートタンクへ不凍液が戻るまで動かしてください。

９）　メインスイッチを切り、不凍液注入アダプターを取り外し、本体カバーを全て

 元に戻し保管してください。

10）作業をする場合には不凍液回収容器を用意し、作業手順に従ってノズル先端か

 ら不凍液を回収してください。

 回収した不凍液は、ろ過して再利用できます。

注意

■必ず外気温度に適合した濃度の不凍液を使用すること

 凍結による損傷は保証の対象外です。

■本機には水冷モーターが搭載されています。

 必ず手順に従い不凍液を注入してください。
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７．エラーメッセージについて

エラーメッセージが表示された場合には、必ず不良箇所を修理 / 交換してください。

不良箇所を修理 / 交換せずに使用した場合、再度メンテナンス警告灯が点灯します。

シンボル  状態    内容

点滅　1 回

点滅　2 回

点滅　3 回

点滅　4 回

点滅　1 回

点灯

点滅　1 回

点灯

点灯

点滅　1 回

点滅　2 回

点滅　3 回

点滅　4 回

点滅　1 回

点滅　2 回

点滅　3 回

点滅　4 回

点灯

点灯

点灯

ポンプオイル確認

高圧ラインからの水漏れ

給水不良　＜空運転＞

渇水停止スイッチ不良

モーター逆転

通電

無作動　30 分経過　ユニットリセット要

ボイラー燃料不足

洗剤タンク１不足　＜ HDS 8 / 17 は除く＞

モーター　コンタクター不良

モーター　オーバーヒート

電圧異常　＜電圧低下 or 電圧上昇＞

モーター作動電流値　異常

ボイラー排気ガス温度異常

燃焼センサー　＜フレームセンサー異常＞

RFID　  スケール抑制剤添加装置不良

排気ガス温度センサー不良

メンテナンス依頼

スケール抑制剤補充

5 時間連続作動　

洗剤タンク２不足 ＜ HDS 8 / 17 は除く＞

ポンプ稼動 600 時間

ボイラー稼動　400 時間

コンタクター　80000 回
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８．トラブルシューティング

８.1 水が出ない

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

スイッチは入っていますか？

トリガーガンのレバーを

握っていますか？

水道栓が開いていますか？

フロートタンクに水が

たまっていますか？

給水ホースのナットが締

まっていますか？

ポンプのオーバーホールが必要です。

サービスフロントへご相談ください。

スイッチを入れてください。

トリガーガンのレバーを

握ってください。

水道栓を開けてください。

給水口奥のフィルターを取り外

しゴミを取り除いてください。

ナットを締めてください。
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８.2 圧が上がらない

いいえ

いいえ

いいえ

水道栓が開いていますか？

フロートタンクに水が

たまっていますか？

フロートタンクの水位は

一定ですか？

水道栓を開けてください。

給水口奥のフィルターを

取り外しゴミを取り除い

てください。

いいえ
ト リ ガ ー ガ ン の レ バ ー を

しっかり握っていますか？
完全に握ってください。

いいえ
ポンプ側　圧力調整ノブは

＋側に回してありますか？
＋側に回してください。

次のページへ続く

はい

はい

はい

はい

はい

水量が足りません。

HDS8/17 － 1100L/ ｈ

HDS10/19 － 1300L/ ｈ

HDS13/15 － 1500L/ ｈ

の給水量を確保してください。
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はい

はい

高圧ホースに損傷はありま

せんか？

高圧ノズルに磨耗はありま

すか？

高圧ホースを交換してください。

高圧ノズルを交換してください。

はい

前のページから

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

洗浄剤を使用していますか？
洗浄剤調節レバーを 0 に

設定してください。

洗浄剤タンクに洗浄剤は

入っていますか？
洗浄剤を補給してください。

いいえ

高圧ホース、トリガーガン、

ノズルから水漏れはありま

せんか？

Ｏリングの装着を確認して

ください。

はい

ポンプのオーバーホールが必要です。

サービスフロントへご相談ください。

いいえ
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８.3　動かない

いいえ

トリガーガンのレバーを

握っていますか？

スイッチは入っていますか？ スイッチを入れてください。

電源ランプは点灯して

いますか？
電源を確認してください。

電気系統のオーバーホールが必要です。

サービスフロントへご相談ください。

トリガーガンのレバーを

握ってください。

はい

はい

いいえ

いいえ

電源ランプが点滅して

いますか？
電源を入れなおしてください。

はい

はい

いいえ
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８.4　温度が上がらない

温度調節器を温水状態に

していますか？

ボイラー燃料タンクに白灯油

は入っていますか？

水道栓が開いていますか？

フロートタンクに水は

たまっていますか？

給 水 ホ ー ス の ナ ッ ト は 締

まっていますか？

ポンプのオーバーホールが必要です。

サービスフロントへご相談ください。

温度設定器を任意温度に

設定してください。

白灯油を補給してください。

水道栓を開けてください。

給水口奥のフィルターを取り外

しゴミを取り除いてください。

ナットを締めてください。

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

はい

温水運転に設定してください。はい

はい

メインスイッチが温水運転

に設定されていますか？
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８.5　白煙が出る

ボイラー燃料タンクの燃料は

白灯油ですか？

燃料をすべて入れ替えて

ください。

点火プラグはスパークを

していますか？

点火プラグを交換してください。

２年毎の交換を推奨します。

ボイラー系統のオーバーホールが必要です。

サービスフロントへご相談ください。

交換をしてください。

２年毎の交換を推奨します。

燃料ホースにひび割れは

ありませんか？

燃料をすべて抜き新しい燃料に

入れ替えてください。

ボイラー用燃料タンクに水が

たまっていませんか？

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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８.6　異音がする

水道栓が開いていますか？

フロートタンクに水が

たまっていますか？

フロートタンクの水位は

一定ですか？

水道栓を開けてください。

給水口奥のフィルターを取り外

しゴミを取り除いてください。

水量が足りません。

HDS8/17 － 1100L/ ｈ

HDS10/19 － 1300L/ ｈ

HDS13/15 － 1500L/ ｈ

の給水量を確保してください。

ポンプオイルは入って

いますか？
オイルを交換してください。

洗浄剤を使用していますか？
洗浄剤調節レバーを 0 に

設定してください。

洗浄剤タンクに洗剤は

入っていますか？
洗浄剤を補給してください。

ポンプのオーバーホールが必要です。

サービスフロントへご相談ください。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ
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９．メンテナンス

メンテナンスや修理をおこなう前に、必ずスイッチを切り、

電源を抜いてください。

給水口に内蔵されているフィルターを外し、ゴミを取り除いてください。

目詰まりした状態で使用した場合、ポンプパッキンが消耗します。

１週間ごとのお手入れ

１ヶ月ごとのお手入れ

ナットを緩め、渇水停止装置への給水ホースを外してください。

渇水停止装置に内蔵されているフィルターを外し、ゴミを取り除いてください。

洗浄剤ホース先端のフィルターを水洗いし、ゴミを取り除いてください。　　

■オイル交換

ケルヒャーサービスフロントにご依頼ください。

５００時間ごとのお手入れ

６ヶ月または４００作業時間ごとのお手入れ

■給水口フィルターのお手入れ

■渇水停止装置フィルターのお手入れ

■洗浄剤ホースフィルターのお手入れ

■着火プラグギャップの校正

点火プラグギャップを適正値に校正してください。

プラグギャップが適正値以上に広がった場合着火不良を生じます。　　

■ケルヒャサービスフロントにメンテナンスをご依頼ください。

メンテナンスランプが点灯した場合
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１０．仕様と標準装備品について

HDS 8/17 M/MX　仕様

電源

モーター出力

電流値

常用吐出圧力

スチームモード吐出圧力

常用吐出水量

スチームモード吐出水量

最高給水温度

自吸可能高さ

洗浄剤吸引量

寸法（長さｘ幅ｘ高さ）

本体質量

燃料タンク容量

洗浄剤タンク容量

スケール抑制剤タンク容量

200 V　50 Hz/60 Hz

4.2 Kw

19 A

3-17 Mpa

3.2 Mpa

430-800 L / ｈ

360-400 L / ｈ

30 ℃

0.5 m

0-50 L / ｈ

1330 ｘ 750 ｘ 1060 ｍｍ

156 Kg/164 Kg(MX)

25 L

20 L ＋ 10 L

1 L

HDS 8/17 M/MX 標準装備品

サーボプレストリガーガン

1050 m ｍ　AVS スプレーランス

高圧ホース（10 m/20 m）

高圧ノズル（25°）

スチームノズル

給水ホース（7.5 m）

ホースバンド　２個

O リング　5 個組　1 セット

※ ホース・コード類の長さに関して、実寸を± 5％の範囲で設定しております。
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電源

モーター出力

電流値

常用吐出圧力

スチームモード吐出圧力

常用吐出水量

スチームモード吐出水量

最高給水温度

自吸可能高さ

洗浄剤吸引量

寸法（長さｘ幅ｘ高さ）

本体質量

燃料タンク容量

洗浄剤タンク容量

スケール抑制剤タンク容量

200 V　50 Hz/60 Hz

6.0 Kw

26 A

3-19 Mpa

3.2 Mpa

470-1000 L / ｈ

450-500 L / ｈ

30 ℃

0.5 m

0-60 L / ｈ

1330 ｘ 750 ｘ 1060 ｍｍ

178 Kg

25 L

20 L ＋ 10 L

1 L

HDS 10/19 M 標準装備品

サーボプレストリガーガン

1050 ｍｍ　AVS スプレーランス

高圧ホース（10 m）

高圧ノズル（25°）

スチームノズル

給水ホース（7.5 m）

ホースバンド　２個

O リング　5 個組　1 セット

HDS 10/19 M　仕様

※ ホース・コード類の長さに関して、実寸を± 5％の範囲で設定しております。
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電源

モーター出力

電流値

常用吐出圧力

スチームモード吐出圧力

常用吐出水量

スチームモード吐出水量

最高給水温度

自吸可能高さ

洗浄剤吸引量

寸法（長さｘ幅ｘ高さ）

本体質量

燃料タンク容量

洗浄剤タンク容量

スケール抑制剤タンク容量

200 V　50 Hz/60 Hz

6.0 Kw

26 A

3-15 Mpa

3.2 Mpa

660-1260 L / ｈ

460-520 L / ｈ

30 ℃

0.5 m

0-72 L/ ｈ

1330 ｘ 750 ｘ 1060 ｍｍ

185 Kg

25 L

20 L ＋ 10 L

1 L

HDS 13/15 S 標準装備品

サーボプレストリガーガン

1050 ｍｍ　AVS スプレーランス

高圧ホース（10 m）

高圧ノズル（25°）

スチームノズル

給水ホース（7.5m）

ホースバンド　２個

O リング　5 個組　1 セット

HDS 13/15 S　仕様

※ ホース・コード類の長さに関して、実寸を± 5％の範囲で設定しております。
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１１．補修部品

パワーノズル（25°）

スチームノズル

2.885-119.0　　　  HDS 8/17

2.885-041.0           HDS 10/19

2.885-147.0           HDS 13/15

5.424-162.0

2.889-086.0（2 個セット）
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ケルヒャー ジャパン株式会社

本社：　宮城県黒川郡大和町松坂平３丁目２番　　　　℡　(022)344-3140

＜サービスフロント＞

修理・製品に関するお問い合わせは

 TEL：022-344-3164 又は 

   022-344-3146  へお問い合わせください。

ユーザー登録をされた場合のみ保証が適用されます。

ユーザー登録方法および保証規定は保証書をご確認ください。

１２　ユーザー保証・問い合わせ先
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１３　修理依頼書

修理を依頼する際は、この「修理依頼書」に故障状況などをご記入いただき機械に添付

してください。

正確な修理を迅速に遂行するために非常に大切な情報となります、皆様のご協力をお願

い致します。

修理依頼書

機種名：

□　HDS 8/17 M  シリアルナンバー：　　　　　　　

□　HDS 8/17 MX  シリアルナンバー：　　　　　　　

□　HDS 10/19 M  シリアルナンバー：　　　　　　　

□　HDS 13/15 S  シリアルナンバー：　　　　　　　

　※シリアルナンバーは機械の外側に貼られている銀色のラベルに記載されています。

ご使用者様　氏名

ご連絡先　TEL：

　　　　　FAX：

修理依頼日：　　　　　年　　月　　日

※状況をなるべく詳しく説明してください。

１）購入日　　　　　年　　　月　　2)　購入先　　　　　　　　　　　　　

２）使用頻度　※当てはまる番号に印をつけ、日数を記入してください。

①毎日　　②週　　日　　③月　　日　　④年　　日

３）１回の作業時間　　　　　　時間

４）延長コードの使用　ない　/　ある　　　　ｍ

５） 作業場所　　　　　　　                     　　　　　　　　　　　　　　　　

６） 返送先住所：　　　　　　　     　 　                                 　　　　　　








